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魚 道 の な い ダ ムが 十 脚 甲 殻 類 の 流 程 分 布 に 与 え る影 響*1
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The Influence of a Dam having no Fishway on the Distribution of Decapod Crustaceans 

in the Yukinoura River, Nagasaki, Japan

Yasuhiko Miya*2 and Tatsuo Hamano*3

Samplings of decapod crustaceans were conducted in the Yukinoura River to estimate the 

influence of a dam having no fishway on the distribution of these animals. Eight decapods were 

collected from freshwater area. Two of them, Geothelphusa dehaani and Neocaridina denticulata, 

were landlocked species, and the others were amphidromous or catadromous species. The 

present fauna can not be compared directly with the fauna before the dam construction because 
of the absence of comparable studies. Comparing the species composition from respective 

sampling stations, however, the influence of the dam on their distributions can be estimated as 

follows: (1) Caridina typus, Macrobrachium japonicum and Macrobrachium formosense could no 

longer get by the dam into their former habitats. (2) Eriocheir japonicus could reach the dam 

lake but stopped migrating upstream into its former habitat. (3) Caridina leucosticta had the 

upper part of its former habitat destroyed by the dam and dam lake. (4) N. denticulata had an 

expansion of distribution because of the still water environment in the dam lake. (5) G. dehaani 

was unaffected by the dam. At first glance, Caridina japonica, a resident in the uppermost 

stream, can be categorized in the fifth category, but its population density seems to have 

decreased after the completion of dam in 1976.

黒潮 に注 ぎ込 む 日本 の河 川 には,種 々の 両 側 回 遊 牲 エ

ビ類 が分 布 して い る。 これ らのエ ビ類 の 幼 生 は 淡 水 中 で

生育 で きな い た め,流 下 し て汽 水 あ るい は海 水 中 で幼 生

期を経 過 し,稚 エ ビ とな って 湾 川 を 遡 上 す る。1)2) 近 年,

田畑 や街 の 間 を流 れ る河 川 に おい て,こ れ らの エ ビ類 の

個体 数 は減 少 し,流 程 分 布 も以 前 とは異 な る と思 わ れ る

場所 が多 い。 こ の原 因 として,農 薬 や 生 活 廃 水 の流 入 に

よる水 質 の悪 化 あ るい は 河 川 改 修 に よる生 息 空 間 の減 少

が考 え られ る。 しか しそ れ らに も ま して,ダ ムや 堰 に よ

って生 息 場 へ の道 が 物 理 的 に 遮 断 され て い る こ との影 響

が大 きい で あ ろ う。 著 者 らは,魚 道 の な い ダ ムが 設 け ら

れて い る長崎 県 雪 浦 川 で エ ビ類 を 中 心 と した 十 脚 甲殻 類

の流程 分 布調 査 を 行 い,そ れ らの 分 布 に ダ ムが 与 えて い

る影響 に つ いて 検 討 し,若 干 の 知 見 を 得 た 。

な お,陸 水 性 エ ビ類 の 流程 分 布 に つ い て 北 海道 か ら薩

南諸 島に かけ て は 上 田,3) 琉 球 諸 島 に つ い て は 諸喜 田

1) の研究 例 があ る。 長 崎 県 に 限 れ ば岩 本 ら4) の 報告 が あ る

が,い ずれ も 自然 環 境 が比 較 的 保 た れ た 状 態 に あ る河 川

で の研 究 で あ る。

材 料 と 方 法

調 査 河 川 とダ ム の 概 要　 雪 浦 川 は 長 崎 県西 彼杵 半 島 中

央 部 を 東 か ら西 に 流 れ る 流 路 延 長14.5km,流 域 面積

55.7km2の 二 級 河川 で あ る(Figs. 1, 2)。 河 口か ら9

kmの 地 点 よ り上 流 部 は,西 側 を流 れ る音 無川 と東 側 を

流 れ る藤 原 川 の2つ の 川 か らな る。 流 域 は地 形 的 に 急峻

で 年 間 降 雨 量 約1900mmの 多 雨地 帯 に位 置 して い るた

め 台 風 や 集 中 豪 雨 に よ る被 害 が 大 き く,ま た,長 崎市 の

水 需 要 の 増 加 か ら,昭 和51年 に 河 口 よ り5.5kmの 地

点 に 治水 利 水 を 目的 と した雪 浦 ダム が建 設 され た 。

雪 浦 ダ ム は,堤 高44mの 重 力 式 コ ン ク リー トダム

で,総 貯 水 容 量 は390万m8で あ る(Fig. 3-A)。 堤 中

央 上 部 に2門 の 放 水 ゲ ー トと 堤 中 央 部 に直 径1mの 放

水 管 を そ な えて,水 位 の 調 整 を 行 って い る。 魚 道 が 設 け

られ て な い た め,ダ ム下 まで 遡 上 して きた 動 物 が ダ ムを

越 えて上 流 へ 行 くに は,傾 斜 約50° の堤 を 上 り,放 流 ゲ

*1 本 研 究 結 果 の 一 部 は 昭 和61年 度 日 本 水 産 学 会 九 州 支 部 大 会 に お い て 発 表 し た 。
*2 長崎 大 学 教 養 部(Faculty of Liberal Arts

, Nagasaki University, Nagasaki 852, Japan).
*3 水 産 大 学 校 田 名 臨 海 実 験 実 習 場(Tana Marine Biological Station , Shimonoseki University of Fisheries,

 Tana, Hirao, Kumage, Yamaguchi 742-11, Japan).



ー トか放 水 管 を く ぐ り抜 け な け れば な らな い。

Fig. 1. Map showing sampling stations along the Yukinoura River. Dotted area halfway up 

the river is the artificial dam lake made by the Yukinoura Dam. A star between Sts. Y3

 and Y4 indicating the uppermost part of the tidal compartment.

採 集 方 法　 雪 浦 川 本流 に 沿 っ て,ダ ム下 流 に6点(Y1

～Y6) ,ダ ム 湖 の 中 に4点(D1～D4),ダ ム 湖 よ り上 流

に7点(Y7, Y8, O1～O3, F1, F2),計17の 採 集 地 点 を

も う け た 。 ま た ダ ム の 下 流 に 流 れ 込 む 支 流 に4点(L1～

L4)と ダ ム 湖 に 流 れ 込 む 支 流 に4点(U1～U4)を 設 定

し た(Flgs. 1, 2)。

採 集 は1986年8月26日 か ら8月29日 の 日 中 に

行 っ た 。 各 地 点 に お け る 採 集 所 要 時 間 は15～30分 間 。

1名 が 角 型 タ モ 網(縦26× 横38cm,網 目0.5mm)を

用 い て,川 岸 の 草 む ら や 河 床 上 の 動 物 を す くい 取 っ た 。

も う1名 は,潜 水 観 察 と と も に, 2個 の 角 型 タ モ 網(20

×30cm, 13×15cm,い ず れ も 網 目1mm)を 使 い,転

石 下 や 岩 の 間 隙 な ど に 隠 れ て い る 個 体 を 採 集 し た 。

採 集 地 点 の 環 境　 可 児5) の 河 川 形 態 型 区 分 を,水 野 ・

御 勢6) に よ る 解 説 を 参 考 に し て 適 用 し た 。

St. Y1(Fig. 3-B): Bc型 。 川 幅 約20mで 河 床 は

砂,岩 が 点 在 し,干 潮 時 に 浅 い 潮 だ ま りが 広 が る 。 感 潮

域。 水 温26.8℃。

St. Y2: Bc型 。 川 幅 約20mで 河 床 は 小 石 混 じ りの

砂 。 川 岸 に 岩 が 点 在 す る 。 感 潮 域 。 水 温25.8℃ 。

St. Y3 (Fig. 3-C): Bc型 。 川 幅 約10m。 コ ン ク リ

ー トブ ロ ッ ク で 護 岸 さ れ て い る
。 昔 の 護 岸 工 事 に 使 っ た

縦 横50cmほ ど の 天 然 石 が 右 岸 河 床 に 残 る。 感 潮 域 上

限。*水 温25.9℃。

Sts. Y4～Y6 (Fig. 3-D): Bb-Bc移 行 型 。 川 幅 約5

*長 崎 県 大瀬 戸 土 木 事 務 所 の教 示 に よ る。
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m。 河 床 は 縦 横10～140cmの 礫 か らな る 。 川 岸 に 所 々

農 盤 が 露 出 し,挺 水 植 物 群 落 が 広 が る 。 水 温24.3～

24.5℃。

Fig. 2. Longitudinal section of Yukinoura River along which sampling stations are indicated.

 Black area showing Yukinoura Dam and dam lake. Star between Sts. Y3 and Y4 indicating

 uppermost part of tidal compartment.

Sts.D1～D4 (Fig. 3-E):ダ ム 湖 の 湖 岸 。 小 石 の 混 じ

る 泥 の 上 に 挺 水 植 物 群 落 が 発 達 す る 。 水 温29.6～

29.8℃。

Sts. Y7, Y8, O1～O3 (Fig. 3-F): Bb型, Aa-Bb移

行 型, Aa型 。 川 幅 は5m未 満 。 河 床 は 礫 で,そ の 大

き さ は 上 流 へ 行 くほ ど 大 き く な り,縦 横10～170cm。

所 々 に 数mの 落 差 が あ る 。 川 岸 に 岩 盤 が 露 出 す る 。 水

温 は 上 流 ほ ど低 く, 21.2～25.7℃ 。

Sts. Fl, F2: Bb型, Aa-Bb移 行 型 。 川 幅3m未 満 。

河 床 は 縦 横5～60cmの 礫 か ら な り,各 所 に 岩 盤 が 露

出 す る 。 川 岸 に 水田 が あ る 。 水 温21.4, 22.9℃ 。

Sts. L1～L4, U1～U4 (Fig. 3-G): Aa型 。 川 幅2m

未 満 。 岩 盤 の 上 に 縦 横15～200cmの 礫 が 重 な っ て 河 床

を な す 。 所 々 に 数mの 落 差 が あ る 。 水 温22.1～

24.9℃ 。

種 組 成 の 解 析 方 法　 明 ら か に 当年 生 ま れ た と思 わ れ る

小 型 個 体(稚 仔)は 解 析 の 対 象 か ら は ず し た 。 こ れ ら の

個体 は 遡 上 中 で あ り,そ れ ら の 種 の 成 体 の 生 息 域 と は 異

な る 流 域 で 採 集 さ れ た 可 能 性 が あ る と 考 え た か ら で あ

る。

採 集地 点 間 の 種 組成 の類 似 性 を比 較 す るた め に,正 宗

の 相 関 率(M)を 採 用 し た: M=(C/A+C/B)/2。 た だ

し, A, Bは 各地 点 に おけ る出 現 種 数 。Cは 両 地 点 に 共

通 して 出 現 した 種 数。M=1の とき,両 地 点 の 種 組 成 は

完 全 に 一致 し, M=0の と き,一 致 が 全 く認 め られ な

い 。 さ らに,求 め た相 関 率 の群 分 析 を 群 平 均 法 に よ り行

い,樹 形 図 を描 い た。 これ らの指 数 や 解 析 方 法 に つ い て

は,木 元7) や 田中 ・脇 本8) に詳 しい。

両 側 回遊 種 の 定 義　 こ こで使 用 す る 「両 側回 遊 種 」 と

は, Myers9) が 魚 類 に つ い て 定 義 したcatadromous

 speciesとamphidromous speciesを ま とめ た も ので,

汽 水 域 あ る い は海 域 で幼 生 期 を終 えた 稚 仔 が,以 後 の生

息 場 で あ る 河川 へ遡 上 す る生 態 を もつ 種 を 意 味 す る。

結 果 と考 察

採 集 され た十 脚 甲殻 類 は18種(エ ビ類11種,カニ

類6種,ヤ ドカ リ類1種)で あ っ た(Table 1)。

雪 浦川 本 流 に沿 ったSts. Y1～Y8, D1～D4, F1, F2,

 Ol～O3で 採 集 され た 十 脚 甲殻 類 の うち稚 仔 を除 い た も

の につ い て,採 集 地 点 間 の正 宗 の相 関 率 を 計 算 し,さ ら

に群 分析 を 試 み た(Fig. 4)。 そ の 結果,相 関 率0.5を
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Fig. 3. Representatives of sampling stations along Yukinoura River. A: Yukinoura Dam, 44m

 in height of wall. B: St. Y1. C: St. Y3. D: St. Y5. E: St. D2. F: St. O1. G: St. L2.
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判 別 基 準 と した 場 合,各 採 集 地 点 の 十 脚 甲殻 類 の種 組 成

は 類 似 度 に よ り,ダ ム よ り下 流 でa～cの3群 に,ダ ム

よ り上 流 でd, eの2群 に ま とめ られ た。 各群 を 構成 す

る調 査 地 点 と十 脚 甲 殻 類 相 をTable 2に 示 す。 また,

そ れ ぞ れ の群 の 生息 環 境 の大 要 は, aが 海 水 の影 響 の強

い 流 域, bはaほ ど海 水 の 影 饗 を 受 け な い 感 潮 域, cが

勾 配 の 小 さい 淡 水 域 下 流 部(た だ し, St. Y3は 感 潮 域

上 限), dが ダ ム湖, eが ダ ム湖 よ り上 流 で 勾配 の大 き い

淡 水 域 上 流 部,と 表 現 で ぎ る。

Fig. 4. Clustering, by a group average method, 

of species composition similarity of decapod 

crustaceans expressed by Masamune's per-

centage of affinity (M).

M=(C/A+C/B)/2, where A and B are the 

number of species at respective stations and 

C is the number of species common to the 

two stations. Calculations were carried out

 based on the number of species represented

 by adult specimens only. A broken line

 shows M value 0.5 which is used as a criterion

 for judging of affinity. Asterisks indicate sta-

tions downstream from Yukinoura Dam.

雪 浦 川 本 流 に お け る エ ビ類 の 流 程 分 布(Table 2)を 岩

本 ら4) に よ る 長 崎 県 内 の 河 川 に お け る観 察 結 果 と比 較 し

た 。 共 通 に出 現 し た6種(ト ゲ ナ シ ヌ マ エ ビ,ミ ゾ レ ヌ

マ エ ビ,ヤ マ トヌ マ 鳳 ビ,ミ ナ ミ ヌ マ エ ビ,テ ナ ガ エ

ビ,ミ ナ ミ テ ナ ガ エ ビ)の 流 程 分 布 は ほ ぼ 一 致 し て い

た 。 た だ し,止 水 的 環 境 を 好 む 陸 封 性 の ミナ ミ ヌ マ エ ビ

Neocaridina denticulataの 雪 浦 川 に お け る 分 布 は 広 く,

ダ ム 湖 全 域 に わ た っ て い た 。 岩 本 ら の 報 告 した 両 側 回 遊

種 の う ち,ヌ マ エ ビParatya compressa compressa,コ

テ ラ ヒ メ ヌ マ エ ビCaridina serratirostris celebensis,ヒ

ラ テ テ ナ ガ エ ビMacrobrachium japonicumは 雪 浦 川 本

流 に 出 現 し な か っ た 。 し か し,こ の う ち ヌ マ エ ビ と コ テ

ラ ヒ メ ヌ マ エ ビ の 主 分 布 域 が 長 崎 県 で は 河 川 下 流 域 に あ

る こ と か ら,4) 河 川 中 流 域 に あ る雪 浦 ダ ム が 物 理 的 障 壁

と な っ て,こ れ ら2種 の 遡 上 を 阻 害 し て い る と は 考 え に

く い 。 一 方,ヒ ラ テ テ ナ ガ エ ビ は,河 川 上 流 域 に 生 息 す

る こ と が 知 ら れ て い る が,4) ダ ム 下 流 のSts. Y4, Y5で 頭

胸 甲 長1.9～6.2mm,体 長8.2～22.5mmの 遡 上 巾 と 思
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Table 1. Decapod crustaceans collected from the Yukinoura River

Scientific name  Japanese name

Macrura  Penaeus (Marsupenaeus) japonicus Bate, 1888*1 ク ル ーマエ ビ

P･ (Penaeus) monodon Fabricius, 1748*1 ウ シ エ ビ

Metapenaeus moyebi (Kishinouye, 1896)*1 モエ ビ

Caridina typus H. Milne Edwards,1837 ト ゲ ナ シ ヌ マ エ ビ

C. leucosticta Stimpson, 1860 ミ ゾ レ ヌ マ エ ビ

C. japonica De Man, 1892ヤ マ ト ヌ マ エ ビ

Neocaridina denticulata (De Haan,1849)*2 ミ ナ ミ ヌ マ エ ビ

Palaemon (Palaemon) macrodactylus Rathbun, 1902 ユ ビ ナ ガ ス ジ エ ビ

Macrobrachium nipponense (De Haan, 1849) テ ナ ガ エ ビ

M. japonicum (De Haan, 1849) ヒ ラ テ テ ナ ガ エ ビ

M. formosense Bate, 1868 ミ ナ ミ テ ナ ガ エ ビ

Anomura  Pagurus dubius (Ortmann, 1892)  ユ ビ ナ ガ ホ ン ヤ ド カリ

Brachyura  Geothelphusa dehaani (White, 1847)*2 サ ワ ガ ニ

Scopimera globosa De Haan,1835 コ メ ツ キ ガ ニ

Eriocheir japonicus De Haan, 1835 モ ク ズ ガ ニ

Hemigrapsus penicillatus (De Haan, 1835) ケ フ サ イ ソ ガ ニ

Sesarminae sp.*1 ベ ン ケ イ ガ ニ 類

Sesarma (Perisesarma) bidens (De Haan, 1835) フ タ バ カ ク ガ ニ

*1 Juvegiles only
.*2 Landlocked species.



わ れ る稚 仔 が 採 集 され た に もか か わ らず,上 流 域 に おけ

る成 体 の 分 布 は 認 め られ ず,本 種 が ダム に よる遡 上阻 害

を 受 け て い る もの と考 え られ る。 また,同 じ く河 川 上 流

部 に 生 息 す る両 側 回 遊 種 の ヤマ トヌマ エ ビC. japonoca

は,4)10)11) ダ ム よ り上 流 に あ るSt. O3で 頭 胸 甲 長8.6

mm,全 長34.4mmの 成 体 雄1個 体 が 採 集 され た こ と

に よ り生 息 が 確 認 され た 。 しか し,そ の 生 息 密 度 は か な

り低 い と推 定 され,ヒ ラ テ テナ ガエ ビと同様 に ダ ムに よ

る影 響 を受 け てい る も の と思 わ れ る。

こ うした 雪 浦 川 本 流 に お け る 十 脚 軍殻 類 の 流 程 分 布

が,農 薬や 生 活廃 水 に よる水 質 悪 化 や 河 川 改 修 の 影 響 を

受 け て い る こ と も否 定 は で き な い。 つ ま り,ヒ ラ テ テ ナ

ガ エ ビや ヤ マ トヌマ エ ビの現 在 の分 布 状 況 が ダ ム以 外 の

要因 に よ り引 き起 され て い る可 能 性 も残 っ て い る。 そ こ

で,雪 浦 ダム の下 流200mの 地 点 に注 ぎ込 む支 流(Sts.

 L1～L4)と ダ ム上 流1.3kmの ダム湖 の 中 に注 ぎ込 む 支

流(Sts. U1～U4)に お い て 十 脚 甲殻 類 を採 集 し,種 組

成 を比 較 した 。両 支 流 は と もに流 路延 長 約1.5kmで,

勾配 や 景 観 も よ く似 て い る(Figs. 1, 2, 3-G)。 両 支 流 の

本 流 との 合 流 点 の 間 は1.5kmし か離 れ て お らず,そ の

間 の流 域 に は 家屋 や田 畑 は な い 。 また,河 川 改 修 もな さ

れ て お らず,人 工 の 構築 物 は 雪 浦 ダム だ け で あ る。 両 支

流 で 採 集 され た 十 脚 甲殻 類 をTable 3に 示す 。 ダ ム下

流 に流 れ込 む 支 流(Sts. L1～L4)に 分 布 して い た両 側 回

遊 性 甲殻 類 は5種(ト ゲナ シ ヌマ エ ビC. typus,ヤ マ

トヌ マ エ ビ,ヒ ラテ テ ナ ガ エ ビ,ミ ナ ミテ ナ ガエ ビ ルM.

 formosense,モ ク ズ ガ ニEriocheir japonicus)で あ っ

た 。 一 方,ダ ム上 流 に 流 れ 込 む 支 流(Sts. U1～U4)で

採 集 され た の は ヤ マ トヌマ エ ビの み で あ った 。 いず れの

支 流 も河 川 最 上 流 部 の 様 相 を 呈 し(河 川 形 態Aa型),

 Sts. U1～U4の 種 類 相(Table 3)は,雪 浦 川 上流 のe
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Table 2: Decapod crustaceans collected from stations grouped together on clusters in Fig.4

Cluster  St.  Scientific name Japanese name

P. (P.) macrodactylus ユ ビ ナ ガ ス ジ エ ビ

 P. dubius ユ ビ ナ ガ ホ ン ヤ ド カ リ

 a Y1*1 S. globosa コ メ ツ キ ガ ニ

 H. penicillatus ケ フ サ イ ソ ガ ニ

 S. (P.) bidens フ タ バ カ ク ガ ニ

M. nipponense テ ナ ガ エ ビ

 b Y2*1 E. japonicus モ ク ズ ガ ニ

 S. (P.) bidens フ タ バ カ ク ガ ニ

C. typus ト ゲ ナ シ ヌ マ エ ビ

 C. leucosticta ミ ゾ レ ヌ マ エ ビ
 c Y3～Y6*1 M

. formosense ミ ナ ミ テ ナ ガ エ ビ

 E. japonicus モ ク ズ ガ ニ

N. denticulata*2 ミ ナ ミ ヌ マ エ ビ
 d D1～D4 E

. japonicus モ ク ズ ガ ニ

Y7, Y8 C. japonica ヤ マ ト ヌ マ エ ビ 

e F1, F2 G. dehaani*2 サ ワ ガ ニ

 01～03

*1 Stations downstream from Yukinoura Dam.

*2 Landlocked species.

Table 3. Comparison of decapod crustaceans 

collected from Sts. L1-L4 along the tributary 

to Yukinoura River 200m below Yukinoura 

Dam and from Sts. U1-U4 along the tribu-

tary into Yukinoura artificial dam lake 1.3km 

above dam wall. Environment of these trib-

utaries is closely allied to that of uppermost 

streams of Yukinoura River (Figs. 2, 3), but 

the fauna of Sts. L1-L4 is more than twice 

as rich as of Sts. U1-U4 and of 7 other sta-

tions (Y7-O3) along upper streams (Table 2). 

Rich fauna of lower tributary is suggestive of 

the fauna expected to be found in upper

 streams of Yukinoura River before dam con-

struction was completed in 1976

St.  Scientific name  Japanese name

C. typus トゲ ナ シ ヌ マ エ ビ

 C. japonica ヤ マ トヌ マ エ ビ

 M. japonicum ヒ ラ テ テ ナ ガ エ ビ Ll ～L4
 M. formosense ミナ ミテ ナ ガ エ ビ

 G. dehaani* サ ワ ガ ニ

 E. japonicus モ ク ズ ガ ニ

C. japonica ヤ マ ト ヌ マ エ ビ

 U1～U4 N. denticulata* ミ ナ ミ ヌ マ エ ビ

 G. dehaani* サ ワ ガ ニ

* Landlocked species.



群(Table 2)に 属 す る7地 点 のそ れ とほ ぼ 同様 で あ っ

た 。一 方, Sts. L1～L4の 豊 富 な 両 側 回 遊 種 の 生 息 は 何

を示唆 す るの で あ ろ うか 。 そ れ は 雪 浦 ダ ム がな か った こ

ろ の雪 浦川 上 流 一 帯 の種 類 相 を保 っ て い る,と 著 者 らは

考 え る。 つ ま り,か つ て は,雪 浦 川 本 流 の上 流 域 に も ト

ゲナ シヌ マエ ビ,ヒ ラテ テ ナ ガ エ ビ,ミ ナ ミテ ナ ガエ ビ

は分 布 してい た が,そ れ らの遡 上 が ダ ムの 建 設 に よ って

妨 げ られ た と考 えて い る。

以 上 の 結果 ・考 察 か ら,雪 浦 ダ ム に よ って 十 脚 甲殻 類

が受け て い る影 響 を 次 の5つ に大 別 した 。(1)ダ ム に よ

って,上 流 へ遡 上 で きな くな っ た種:ト ゲ ナ シ ヌ マ エ

ビ,ヒ ラテ テナ ガ エ ビ,ミ ナ ミテ ナ ガ エ ビ。(2)ダ ムに

は上 るが,ダ ム湖 に 留 りそ れ よ り上 流 へ遡 上 しな くな っ

た種:モ クズ ガ ニ。(3)分 布 域 の 一 部 が ダ ム湖 に沈 み,

分 布 の 上 限 が 下 方 に移 った 種:ミ ゾ レ ヌ マ エ ビC

. leucosticta。(4)ダ ム湖 が で きた こ とに よ り止 水 的 環 境

が広 が り,分 布 域 が 拡大 した種:ミ ナ ミヌマ エ ビ(陸 封

種)。(5)あ ま り影 響 を 受 け な か っ た 種:サ ワ ガ ニ

 Geothelphusa dehaani(陸封 種)。 な お,ヤ マ トヌマ エ ビ

は(5)の 範疇 に入 る と 考 え られ るが,個 体 数 が 減 少 し

た こ とも考 え られ るた め 明言 で きな い 。

ヤマ トヌマ エ ビ とモ クズ ガニ の幼 生 は 淡 水 中 で育 た な

い こ とが 報 告 され て お り,2)12) 雪 浦 ダ ム よ り上 流 で採 集

され た個 体 が海 あ るい は汽 水 域 か らダ ム を越 え て遡上とし

て きた こ とは 明 らか で あ る。 著 者 の一 人濵 野 は,徳 島 県

志和 妓川 で,ヌ マ エ ビ,ヤ マ トヌマ エ ビ,ヒ ラ テテ ナ ガ

エ ビの稚 エ ビの 群 れ が 夜 間 に水 勢 の 弱 い垂 直 の 岩 肌 を 上

る行動 を観 察 した 。 また,陸 封 性 テ ナ ガ エ ビ の 一 種

Macrobrachium australienseで も,稚 エ ビの 群 れ が ダ ム

壁面 の飛沫 域 を 遡 上 す る行 動 が 報 告 され て い る。13) しか

し,こ れ らの遡 上 行 動 の 観 察 結 果 か らは,水 勢 が 強 い 雪

浦 ダム の放 水管 内 を ヤ マ トヌマ エ ビと モ ク ズ ガ ニの 稚 仔

の遡 上個 体 が く ぐ り抜 け る こ とは 不 可 能 と推 定 され る。

それ らの稚 仔 は上 記 の例 か らみ て,お そ ら く放 流 ゲ ー ト

か らの放 水 時 に ダム壁 面 の流 れ の弱 い部 分 あ るい は飛 沫

域 を上 って 遡 上 して きた もの と考 え られ る。 こ の こ とか

ら,ダ ム の 一 郎 に,わ ず か な 水 が 絶 え 間 な くつ た わ っ て

落 ち る 壁 面 を 設 け れ ば,さ ら に 多 く の 種 類 の 両 側回 遊 性

甲 殻 類 の 遡 上 が 可 能 と な る の で は な い だ ろ うか 。 今 後 の

ダ ム 建 設 に あ た り,こ の よ うな 両 側 回 遊 性 動 物 へ の 配 慮

を 期 待 し た い 。
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